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すので、 1 番が「教職員」、 2 番が「協同教育
学会の参加者・関係者」、 3 番が「それ以外」






250個 セットで、 1 番 から250番 が 付 いていま


































































テーションをさせる 授 業 を 行 なっています
か？」という問題です。協同教育学会の方がた




　 1 番「行 なっている」、 2 番「時々、行 なっ
ている」、 3 番「行 なっていないが、行 なって
みたい」、 4 番「行 なっていないし、やりたく


























































































































































































































れに対応する適切な述語が 1 分か 2 分してから
出てくることがありますよね。これはおもしろ










































































































　リスティングもそうですね。「この 問 題 には































































































































































































































































































　このような「親 密 圏」同 士 のコミュニケー
ションはかなりあります。何も言葉で説明して









































































































































































































































































イントです。回 答 がばらけるのが 良 問 だとマ
ズール先生は言います。そして皆で結果を見ま
す。横の学生と自分は何番を押したのかをお互



























































































ンは 3 分から 5 分と短いものですが、15回の授
業のうち 2 回くらいは、前半と後半のまとめを























































































































般 的 に 使 われています。「Deep Approach to 


























































































するかという 例 を 考 えさせています。ワーク
シートのここの部分ですが、最後にここに感想
をこれくらい書きなさいよと言っています。そ
れなりのスペースがありまして、 2 ～ 3 行とか

























































レポートを 2 、 3 枚を書きます。これで授業を
終えます。
















































































































もって「当 たる」と 理 解 しながらディスカッ
ションをやる、それでいて逃げられないシステ
ムを 作 りたいなと 思 いました。色々、クリッ
カーを 使 うとできることがあるなと 思 いまし
た。このようなシステムです。「ここの 5 人、
立ちなさい」と言って、 5 人を立たせます。マ
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